
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                              

  

 

 

 

心
を
つ
な
ぎ
、
郷
土
を
歩
く 

  
 

〜
第
二
十
五
回 

誉
田
町
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
〜 

 

校
庭
の
木
々
の
緑
も
一
段
と
深
ま
り
、
初
夏
の
爽
や
か

な
風
が
吹
き
抜
け
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
保
護
者
の
皆

様
、
地
域
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
本
校

の
教
育
活
動
に
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
早
二
か
月
。
子
ど
も
た
ち
は
新

し
い
学
年
や
ク
ラ
ス
に
も
す
っ
か
り
慣
れ
、
毎
日
を
生
き

生
き
と
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

 

去
る
五
月
二
十
三
日
（
土
）
伝
統
の
「
第
二
十
五
回 

誉

田
町
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」
が
盛
大
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
行
事
は
、
「
自
分
た
ち
が
暮
ら
す
誉
田
の
歴
史
や

自
然
に
親
し
み
、
郷
土
を
愛
す
る
心
を
育
て
る
こ
と
」
、

そ
し
て
「
学
年
の
枠
を
超
え
た
集
団
行
動
を
通
し
て
、
互

い
を
思
い
や
る
絆
を
深
め
る
こ
と
」
を
ね
ら
い
と
し
て
、

二
十
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
地
域
と
学
校
が
一
体
と

な
っ
て
紡
い
で
き
た
、
本
校
に
と
っ
て
極
め
て
大
切
な
教

育
活
動
の
一
つ
で
す
。 

今
年
は
誉
田
町
の
南
東
方
面
へ
と
足
を
延
ば
し
、
「
福

田
天
神
遺
跡
」「
福
田
の
宿
」「
牓
示
石
」
の
三
ヶ
所
を
巡

る
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
。
各
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で

は
、
「
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
２１
誉
田
」
の
皆
様
を
は
じ
め
、

地
域
の
皆
様
が
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
分
か
り
や
す
い

解
説
や
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
ク
イ
ズ
を
用
意
し
て
温
か
く

迎
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

初
夏
の
空
の
下
、
す
べ
て
の
ポ
イ
ン
ト
を
巡
っ
て
学
校

へ
帰
る
ま
で
の
道
の
り
は
、
決
し
て
短
い
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
は
高
学
年
が
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、「
も
う
少
し
だ
か
ら
頑
張
ろ
う
」「
荷

物
持
と
う
か
」
と
、
互
い
に
声
を
掛
け
合
い
、
励
ま
し
合

い
な
が
ら
、
一
歩
一
歩
力
強
く
歩
み
を
進
め
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
沿
道
や
ご
自
宅
の
前
か
ら
「
頑
張
れ
」
「
お

か
え
り
」
と
温
か
い
声
援
を
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た
保
護
者

や
地
域
の
皆
様
の
お
姿
は
、
疲
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
足
取

り
を
ど
れ
ほ
ど
軽
く
し
て
く
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
皆

様
の
見
守
り
が
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
力
と
な

り
ま
し
た
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
行
事
の
開
催
に
向
け
て
多

大
な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

２１
誉
田
、
青
少
協
、
各
関
係
自
治
会
、
子
ど
も
会
、
そ
し

て
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
皆
様
に
、
心
よ
り
深
く 

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

子
ど
も
た
ち
を
我
が
子
の
よ
う
に
温
か 

く
包
み
込
ん
で
く
だ
さ
る
誉
田
の
皆
様
の 

「
情
熱
」
と
「
郷
土
愛
」
が
、
今
日
ま
た 

し
っ
か
り
と
子
ど
も
た
ち
の
心
の
奥
深
く 

に
染
み
渡
っ
て
い
っ
た
こ
と
と
確
信
し
て 

お
り
ま
す
。 

 

             の予定 
 

 

１６日(火) プール開き 

１８日(木) 委員会活動③ 

１９日(金) 教職員定時退勤日 

２１日(日) 揖龍人権教育研究大会 

２３日(火) オープンスクール(授業参観・引き渡し訓練) 

２４日(水) 代表委員会 地区別下校 

２５日(木) ふれあい学級  ＮＧ・ＮＳ・ＨＮデー 

２６日(金) 教職員定時退勤日  

２７日(土) 野見宿禰杯わんぱく相撲大会 

 

 

【７月の予定】 
  １日(水) 児童朝会 

２日(木) 移動図書館（５・６年生） クラブ活動③ 

３日(金) 教職員定時退勤日 

６日(月) 全学年５校時まで（～１０日(金)まで） 

 １０日(金) 教職員定時退勤日 

 １３日(月) 個別懇談① 

 １４日(火) 個別懇談② 

 １５日(水) 個別懇談③ 

 １６日(木) 給食終了 地区児童会 地区別下校 

 １７日(金) 教職員定時退勤日 

 ２０日(月) 海の日 

 ２１日(火) 終業式 

 ２２日(水) 夏季休業日（～８／３１） 

 ３１日(金) ６年生広島平和学習 

【町たんけん（２年生）】 

５／２９(金) 町たんけん

で校区内の施設や店舗を見学

しました。子どもたちからの

インタビューにご協力いただ

き、学びが深まりました。こ

のような体験を通して子ども

たちは地域への愛着を少しず

つ深めていきます。今後とも

よろしくお願いいたします。 

＜頑張る誉田っ子＞ 

☆第７９回兵庫県空手道糸東会選手権大会 

組手  小学 年生女子   準優勝   さん 

  形  小学 年生女子   準優勝   さん 

 

☆姫路市空手道競技大会 

  形  小学 年生女子   優 勝   さん 

形  小学 年生女子   優 勝   さん 

【５年生自然学校】 

６／１(月)～６／５(金)の間、５年生２３人が鉢伏高原で自

然学校を行いました。１週間家族と離れ、仲間と集団生活を行い

ます。   

途中、体調を崩したり大きなけがをしたりする子もなく、全員

ですべてのプログラムを体験することができました。今回の自

然学校で、自然の雄大さ、命の大切さ、仲間と協力することの大

切さなどを実感し、大きく成長しました。 

【「調整授業時数制度」の試行】 
先月号でもお知らせしましたが、本校では子どもたちの健やかな学校生活を

第一に考え、新たな試みとして「調整授業時数制度」の試行を考えています。 

■６月の子どもたちの「心」に寄り添うために 

新年度の緊張感の中で走り続けてきた子どもたちにとって、例年６月は

疲れが出やすく、心身ともにストレスが溜まりやすい時期です。長雨が続

く季節でもあり、外遊びが制限されることも影響します。そこで、この時

期の負担を軽減し、心にゆとりをもって生活できるよう、試験的に授業時

間を調整いたします。 

■試行内容について 

期間：６月１５日(月)～６月２６日(金)（２週間限定の試行実施） 

内容：授業を短縮、または時数を調整し、放課後の自由時間や休息時間を確 

保します。 

目的：詰め込みすぎない「余白」を作ることで、子どもたちの意欲を維持し 

不登校傾向や体調不良の未然防止に繋げます。 
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